（別紙様式２－１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人番号　　　　　　　　　　　
奨学金支給期間延長申請書（申請区分Ⅱ－２ 博士進学者）
　記入上の注意　　　　　　　　　　　

1 日本語又は英語で記入すること。（研究計画等調書は日本語

とする。）
　　②　記入は、楷書又はローマ字活字体を用いること。                  写　 　　真
③　数字は、算用数字を用いること。　                       　  （縦4.5×横3.5cm）

  　④　年号は、すべて西暦とする。　　　
　　⑤　固有名詞は、すべて正式な名称とし、一切省略しないこと。      
6 奨学金支給期間については、2013年４月から在籍予定の課程
の標準修業年限修了までの期間を記入すること。
    ⑦　本申請書に記載された個人情報については、本奨学金の選考

　　　のために使用するほかは、特に E-mail アドレス等の連絡先に

　　　ついては、帰国後における関係者のネットワークを作ること、

　　　及び必要に応じ日本政府より各種情報を送信する以外には使用

　　　しない。 

１　氏名　（自国語）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（男・女）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(Family Name)        (First Name)       (Middle Name)　　　
          （ローマ字）　　　　　　　　　　　

                                                                          (既婚・未婚)

                      (Family Name)        (First Name)       (Middle Name)           
２　国籍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　生年月日　  19　　年　　月　　日生（満　　才）
                （年齢は、2013年４月１日現在で記入のこと）
４　現住所
    電話番号                             E-mailアドレス
（※　可能な限り、日本留学中～帰国後にわたり使い続けることが予想されるE-mailアドレスを記入すること。）

５　在籍大学名　               　　　  大学　　　　　　　　　研究科　 　　　　　　　専攻
      　        修士(博前)・専門職学位課程 　　　     　　　　　　　　　　 年次　　在籍中
      入学・修了見込年月  　　　      年　　  月入学  　　         　  年　　  月修了見込
      指導教員名                               　                                      

６　進学予定大学及び希望する奨学金支給期間

（1） 　　　　　　　　　　　　大学　　　　　　　　　　　研究科　　　　　　　　　　　専攻
（２） 奨学金支給期間  　　2013年　　４月から　　　年　　　月まで（計　　　ヶ月間）
（別紙様式２－１）
７　渡日後の研究・学習歴
	
	学校名及び所在地
	入学及び卒業年月
	修学年数
	取得学位・資格等

（休学した場合はその期間・理由）

	高等教育

（専修学校・

高等専門学校）
　
	学校名

所在地


	入学

卒業
	年

月
	

	高等教育

（大学・高等専門学校専攻科）


	学校名

所在地


	入学

卒業
	年

月
	

	大学院


	学校名

所在地


	入学

修了見込
	年

月
	


８　論文の題名　（学士・修士）※該当するもの（最新のもの）に○をすること。

９　収入状況〈参考〉（配偶者及び家族と同居している場合は、その総収入を併記すること）
  １か月の平均収入　                           円   （文部科学省奨学金を除く）
　［内訳］
  　(1) 仕送額    　　    月額             　　円   
    (2) アルバイト    　　月額            　 　円   
    (3) その他の収入額    月額　　　　　　　　 円  （内容：　　　　　　　　　　　　　）

１０　支出状況〈参考〉（配偶者及び家族と同居している場合は、その総支出を併記すること）

  １か月の平均支出　                           円  　（文部科学省奨学金を含む）
　［内訳］
  　(1) 学習研究費  　    月額             　　円  （例：学用品、実習費、材料費、課外活動費など）
    (2) 住居費    　　　　月額            　 　円   寮　借間　借家　その他 （該当するものを○で囲むこと）
    (3) 食費　    　　　　月額            　 　円   
    (4) 交通費　  　　　　月額            　 　円   
    (5) その他の支出 　   月額　　　　　　　　 円  （内容：　　　　　　　　　　　　　）

１１　家族状況（現在、渡日している家族のみ記入すること。）
	氏　　　名
	続 柄
	年 齢
	職　　　業
	同居、別居

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


以上のとおり記載事項に相違ありません。
　私は、国費外国人留学生（研究留学生）への奨学金支給期間延長を希望し、平成24年度国費外国人
留学生（学部留学生・研究留学生等）の奨学金支給期間特別延長に係る取扱要領に記載されている事項を
すべて了解し申請します。
  文 部 科 学 大 臣　殿                 申請年月日            　　　年　　　月　　　日
	


                                        申請者署名                                          
（別紙様式２－１－１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（申請区分Ⅱ－２）
研究計画等調書

個人番号：　　　　　　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	○現在までの研究状況

○これからの研究計画
○現在までの実績及び自己評価



　　　　　　ページ
研究計画等調書の作成にあたって

○現在までの研究状況

・日本語でわかりやすく入力すること。図表を含めても可。

・これまでの研究の背景、問題点、解決方策、研究目的、研究方法、特色と独創的な点について記述すること。

・共同研究等の場合には、申請者が担当した部分を明らかにすること。

○これからの研究計画

・研究の背景、研究目的、内容などについてわかりやすく入力すること。図表等を含めても可。

・研究のスケジュールについて入力すること。

・研究の特色、独創的な点などについても述べること。

・共同研究等の場合には、申請者が担当する部分を明らかにすること。

※枚数は適宜増やして差し支えない。複数枚の場合はページを付すこと。

○現在までの実績及び自己評価

　以下の事項等を入力すること。

・学術雑誌等（紀要・論文集等も含む）に発表した論文又は著書（著者（共著の場合は申請者を含む全員）、題名、掲載誌名、発行所、発行年を記入すること。査読中、投稿中のものは除く。）

・国際会議における発表

・国内学会・シンポジウム等における発表

・受賞歴等（賞の名称、受賞年月日、賞を設けている機関・団体名、賞の概要等。）

・その他、申請者が研究内容との関連において優秀であることを証する事項（「卒業時に学年成績○位」等）

・これらに関する自己評価

（別紙様式２－２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人番号　　　　　　　　　　　
奨学金支給期間延長申請書（申請区分Ⅲ－２　修士進学者）
　記入上の注意　　　　　　　　　　　

①　日本語又は英語で記入すること。（研究計画等調書は日本語

とする。）
　　②　記入は、楷書又はローマ字活字体を用いること。                写　 　　真
③　数字は、算用数字を用いること。　                       　（縦4.5×横3.5cm）

  　④　年号は、すべて西暦とする。
　　⑤　固有名詞は、すべて正式な名称とし、一切省略しないこと。      
⑥　奨学金支給期間については、2013年４月（高専で商船学を専
攻していた者は９月又は10月）から在籍予定の課程の標準修業
年限修了までの期間を記入すること。
    ⑦　本申請書に記載された個人情報については、本奨学金の選考

　　　のために使用するほかは、特に E-mail アドレス等の連絡先に

　　　ついては、帰国後における関係者のネットワークを作ること、

　　　及び必要に応じ日本政府より各種情報を送信する以外には使用

　　　しない。 

１　氏名　（自国語）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（男・女）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(Family Name)        (First Name)       (Middle Name)　　　
          （ローマ字）　　　　　　　　　　　

                                                                           (既婚・未婚)

                      (Family Name)        (First Name)       (Middle Name)           
２　国籍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　生年月日　  19　　年　　月　　日生（満　　才）
                （年齢は、2013年４月１日現在で記入のこと）
４　現住所
    電話番号                             E-mailアドレス
（※　可能な限り、日本留学中～帰国後にわたり使い続けることが予想されるE-mailアドレスを記入すること。）

５　在籍大学名　　　               　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　大学
      　        　　　　　　　　　　　　　　学部　　　 　　　     　　　　　　 年次在籍中
      入学・卒業見込年月  　　　　     　 年　　  月入学 　        　  年　　  月卒業見込
      指導教員名                               　                                      

６　進学予定大学及び希望する奨学金支給期間

（1） 　　　　　　　　　　　　大学　　　　　　　　　　　研究科　　　　　　　　　　　専攻
  （２）奨学金支給期間  　　2013年　　　月から　　　年　　　月まで（計　　　ヶ月間）
（別紙様式２－２）

７　渡日後の研究・学習歴　
	
	学校名及び所在地
	入学及び卒業年月
	修学年数
	取得学位・資格等

（休学した場合はその期間・理由）

	高等教育

（専修学校・

高等専門学校）
　
	学校名

所在地


	入学

卒業
	年

月
	

	高等教育

（大学・高等専門学校専攻科）


	学校名

所在地


	入学

卒業
	年

月
	


８　論文の題名　（高専、専修学校、学士）※該当するもの（最新のもの）に○をすること。

９　収入状況〈参考〉（配偶者及び家族と同居している場合は、その総収入を併記すること）
  １か月の平均収入　                           円   （文部科学省奨学金を除く）
　［内訳］
  　(1) 仕送額    　　    月額             　　円   
    (2) アルバイト    　　月額            　 　円   
    (3) その他の収入額    月額　　　　　　　　 円  （内容：　　　　　　　　　　　　　）

１０　支出状況〈参考〉（配偶者及び家族と同居している場合は、その総支出を併記すること）

  １か月の平均支出　                           円  　（文部科学省奨学金を含む）
　［内訳］
  　(1) 学習研究費  　    月額             　　円  （例：学用品、実習費、材料費、課外活動費など）
    (2) 住居費    　　　　月額            　 　円   寮　借間　借家　その他 （該当するものを○で囲むこと）
    (3) 食費　    　　　　月額            　 　円   
    (4) 交通費　  　　　　月額            　 　円   
    (5) その他の支出 　   月額　　　　　　　　 円  （内容：　　　　　　　　　　　　　）

１１　家族状況（現在、渡日している家族のみ記入すること。）
	氏　　　名
	続 柄
	年 齢
	職　　　業
	同居、別居

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


以上のとおり記載事項に相違ありません。
　私は、国費外国人留学生（研究留学生）への奨学金支給期間延長を希望し、平成２４年度国費外国人
留学生（学部留学生・研究留学生等）の奨学金支給期間特別延長に係る取扱要領に記載されている事項を
すべて了解し申請します。
  文 部 科 学 大 臣　殿                 申請年月日            　　　年　　　月　　　日
	


                                        申請者署名                                          
（別紙様式２－２－１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（申請区分Ⅲ－２）
研究計画等調書

個人番号：　　　　　　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	○現在までの学習・研究状況

○これからの研究計画
○現在までの実績及び自己評価



　　　　　　ページ
研究計画等調書の作成にあたって

○現在までの学習・研究状況

・日本語でわかりやすく入力すること。図表を含めても可。

・これまでの学習・研究の背景、問題点、解決方策、目的、方法、特色と独創的な点について記述すること。

・共同研究等の場合には、申請者が担当した部分を明らかにすること。

○これからの研究計画

・研究の背景、研究目的、内容などについてわかりやすく入力すること。図表等を含めても可。

・研究のスケジュールについて入力すること。

・研究の特色、独創的な点などについても述べること。

・共同研究等が想定される場合には、可能な範囲で申請者が担当する部分を記すこと。

○現在までの実績及び自己評価

　以下の事項等を入力すること。

・高等専門学校、専修学校、学部における顕著な活動実績
・受賞歴等（賞の名称、受賞年月日、賞を設けている機関・団体名、賞の概要等。）

・その他、申請者が学習・研究内容との関連において優秀であることを証する事項（「高専卒業時に学年成績○位」等）
・これらに関する自己評価

※枚数は適宜増やして差し支えない。複数枚の場合はページを付すこと。
最近６ヶ月以内に撮影した


上半身，正面，脱帽のもの


裏面に個人番号，大学名，


氏名を記入すること。


※電子データによる貼付可


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上半身，正面，脱帽のもの


 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裏面に大学名，氏名を記入


 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すること。




















最近６ヶ月以内に撮影した


上半身，正面，脱帽のもの


裏面に個人番号，大学名，


氏名を記入すること。


※電子データによる貼付可


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上半身，正面，脱帽のもの


 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裏面に大学名，氏名を記入


 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すること。











